
　この派遣は、五代友厚の提案が採用されたもので
す。15人の留学生は、1864年に薩摩藩が開設した洋学
校「開成所」の学生を主体に選抜されました。
　彼らは1865年２月15日に、鹿児島
城下の新

にいろ
納久
ひさのぶ
脩の屋敷に集合して、

羽島（いちき串木野市）へ向かいまし
た。この地で、イギリス商人のグラ
バーが手配した船が来るまでの約２
カ月間滞在の後、イギリスに向けて
出発しました。当時の日本では海外
へ行くことが禁止されており、二度
と故郷の地を踏めないかもしれない
という覚悟の船出でした。

＜解説＞
答えは 薩摩藩英国留学生です。

今から150年前の1865年に、薩摩藩は
イギリスに15人の留学生と３人の使
節、１人の通訳を派遣しましたが、
その人たちを何というでしょうか。
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小企画展
「黒門会の作家たち」
開催期間
　２月８日（日）まで

2015年（平成27年）１月号 8トピックスかごしま市民のひろば

市政の動きを写真で紹介

かごしま市チャレンジド大賞表彰式冬のイルミネーション点灯！

サクラフェアリー進水式平川動物公園リニューアルオープン！ 桜島火山爆発総合防災訓練　島内避難訓練

環境子どもサミット
　社会貢献、産業就労、文化・スポーツの分
野で活躍している障害者や障害者を積極的に
支援している団体を、障害者週間に合わせて
表彰するかごしま市チャレンジド大賞。今回
は個人３人と１団体を表彰しました。

　第五櫻島丸の代替船として建造が進められ
ていた新船（愛称：サクラフェアリー）の進水
式が長崎県佐世保市で行われました。
　サクラフェアリーはサクラエンジェルに続
く２隻目の電気推進船で、今春からの就航を
予定しています。

　毎年恒例の冬のイルミネーションが始まり
ました。
　１月31日（土）までみなと大通り公園、鹿児
島中央駅前広場、マイアミ通り、海岸通りに
設置され、本市の冬の夜を彩ります。

　平川動物公園リニューアル第５弾として、
「世界のツルゾーン」やナマケモノなど南米
の生きものを観察できる「南米館」のほか、
バリアフリー対応のトイレや授乳室などの休
憩施設が完成しました。

　桜島の昭和火口の活動が活発化しているこ
とから、昭和火口に近い有村地区（有村町）、
古里東地区（古里町）、塩屋ヶ元地区（黒神町）
の３地区で噴石や溶岩流を想定した訓練を行
い、地域住民の皆さんが参加しました。

　子どもたちが、環境問題に関心を持ち、具
体的な取り組みについて話し合い、情報発信
することを目的とした環境子どもサミット。今
年度も５団体の子どもたちが環境学習や環境
保全活動を通して学んだ成果を発表しました。
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